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1. 2024年2月期第2四半期の連結業績（2023年3月1日～2023年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年2月期第2四半期 15,056 △6.3 △116 ― 35 △95.2 △46 ―

2023年2月期第2四半期 16,066 △4.9 439 △52.7 732 △30.9 622 △33.4

（注）包括利益 2024年2月期第2四半期 19百万円 （△96.9％） 2023年2月期第2四半期 636百万円 （△30.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年2月期第2四半期 △6.54 ―

2023年2月期第2四半期 87.45 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年2月期第2四半期 30,696 19,795 64.5

2023年2月期 31,543 19,882 63.0

（参考）自己資本 2024年2月期第2四半期 19,795百万円 2023年2月期 19,882百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年2月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2024年2月期 ― 0.00

2024年2月期（予想） ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 2月期の連結業績予想（2023年 3月 1日～2024年 2月29日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,321 △5.7 △958 ― △780 ― △873 ― △122.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年2月期2Q 10,043,500 株 2023年2月期 10,043,500 株

② 期末自己株式数 2024年2月期2Q 2,920,914 株 2023年2月期 2,920,914 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年2月期2Q 7,122,586 株 2023年2月期2Q 7,122,586 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2023年３月１日～2023年８月31日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

感染症が５類感染症に見直され、経済活動の正常化に向けた緩やかな回復が続くことが期待された一方で、エネル

ギー価格、原材料価格の高騰による物価高、世界的な金融引き締めの影響などにより景気の先行きは依然として不

透明な状況が続いておりました。

このような経営環境の中、当社グループは経営理念である「しあわせ社会学の確立と実践」のもと、長期的視点

から「顧客基盤の拡大」、「顧客との継続的な関係育成」、「第２の収益の柱の育成」の３点に注力し持続的な成

長基盤を確立することを目指した経営活動に取り組んでおります。

そのような視座で取り組んでおります長期経営活動下における当第２四半期連結累計期間の概況といたしまして

は、中核事業である定期便事業は、平均購入単価は前年同期と同程度の水準で推移したものの、消費者の外出機会

の増加、物価高による可処分所得の減少といった外部環境の変化がある中で、当社グループが企画する商品の圧倒

的な差別化が不十分であったことや、商品が有する価値を魅力的かつ効果的に表現することが出来なかったことに

より、のべ顧客数が減少いたしました。一方、雑貨ブランド「 YOU+MORE! （ユーモア）」が東京・上野駅構内に

リニューアルオープンした常設店舗や、福岡・天神地下街に新規出店した店舗、また東京・渋谷で開催した「大偏

愛展」などのオンサイトでのマーケティング活動は順調に推移し「顧客基盤の拡大」、「顧客との継続的関係の構

築」に貢献いたしました。それらの活動から得られた知見を2024年４月より15年間に渡って当社がプロデュースす

る神戸ポートタワー事業に活かすべくその準備を積極的に進めてまいりました。

新規事業分野におきましては、当社の定期便プラットフォームに取引先事業者が出品・出稿できる「FELISSIMO 

PARTNERS（フェリシモパートナーズ）」事業において、「産地直送マルシェ」や全農との共同事業「純農」の受注

が好調に推移したことにより、前年同期に比べて売上高が増加いたしました。

これらの活動の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は15,056百万円（前年同期比 

6.3％減）となり、売上総利益は8,054百万円（前年同期比 6.6％減）となりました。

販売費及び一般管理費につきましては、出荷数の減少に伴う商品送料や業務手数料などが減少したものの、新た

な人材の確保と育成、次世代のWebシステム基盤整備などの戦略的費用投入を積極的に行ったことにより、8,171百

万円（前年同期比 0.2％減）となりました。これらの結果、営業損失は116百万円（前年同期は営業利益439百万

円）となりました。

営業外損益では、為替差益などによる営業外収益を151百万円計上したことにより、経常利益は35百万円（前年

同期比 95.2％減）となりました。税金等調整前四半期純利益は35百万円（前年同期比 95.2％減）となり、親会社

株主に帰属する四半期純損失は46百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益622百万円）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債、純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ847百万円減少し、30,696百万円と

なりました。これは主に社債の新規購入等により投資有価証券が517百万円増加した一方で、現金及び預金が1,019

百万円及び売掛金が330百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ760百万円減少し、10,901百万円となりました。これは主に電子記録債務

が225百万円及び支払信託が624百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ86百万円減少し、19,795百万円となりました。これは主に親会社株主に

帰属する四半期純損失を46百万円計上したこと及び利益剰余金の配当106百万円を行ったことにより利益剰余金が

153百万円減少したことによるものであります。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て320百万円減少し、9,823百万円となりました。

営業活動の結果減少した資金は148百万円（前年同期は340百万円の増加）となりました。これは主に減価償却費

の計上394百万円及び売上債権の減少330百万円に対し、仕入債務の減少808百万円となったことによるものであり

ます。

投資活動の結果減少した資金は63百万円（前年同期は２百万円の減少）となりました。これは主に定期預金の払

戻が預入を上回ったことによる収入969百万円に対し、投資有価証券の取得による支出500百万円、有形固定資産の

取得による支出127百万円及び無形固定資産の取得による支出392百万円となったことによるものであります。

財務活動の結果減少した資金は109百万円（前年同期比 0.4％減）となりました。これは主に配当の支払いによ

るものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年２月期通期の業績予想につきましては、2023年９月29日に開示いたしました前回予想からの修正はありま

せん。当社の事業活動や経営成績に影響を及ぼすおそれが生じた場合は速やかに開示いたします。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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